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令和８年度５月 定例教育委員会 議事録 

 令和 8年５月１９日（火）午前１０時から、山梨市役所西館４０１会議室に召集された。 

 

１ 開会 

２ 教育長あいさつ 

３ 前回議事録の署名 

4 協議事項 

5 報告事項 

6 連絡事項 

7 閉会 

 

 〇出席者 

  教育長 竹川 和彦 

教育長職務代理者 相沢 季里 

教育委員 原 喜雄 

教育委員 織田 久美子 

教育委員 新谷 時男 

  教育委員 武井 多加志 

 

〇事務局職員出席者 

学校教育課 課長 星野 正裕 

学校教育担当 指導主事 齊藤 和裕 

学校教育担当 指導主事 平山 直樹 

学校総務担当 リーダー 小野 恵美 

学校教育担当 リーダー 前嶋 裕樹 

学校管理担当 リーダー 山村 純 

学校給食センター リーダー 内田 宏國 

学校総務担当（議事録作成者） 小澤 有希 

 

生涯学習課 課長 雨宮 有 

生涯学習担当 リーダー 坂本 章子 
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4 協議事項 

（１）笛川学園校舎整備について 

学校管理担当 L 

 

教育長 

 

口頭説明 

 

実際に校舎を使う職員の意見も反映させて、設計を進めるよう

に。 

 

（２）令和９年度県教育施策及び予算に関する要望書について 

小澤 

 

教育長 

 

学校教育担当 L 

 

 

教育長 

 

齊藤指導主事 

 

 

 

 

教育長 

 

齊藤指導主事 

 

 

教育長 

 

齊藤指導主事 

 

 

 

資料１-1～２に基づき説明 

 

国県ともに最重要事項は、予算に関する項目としている。 

 

国県ともに補助金の補助割合が減少し、市の負担が増加しているた

め、最重要事項として要望する。 

 

ICTの現状はどうか。 

 

事業者の手厚くサポートが手厚く、対応して頂いていて、ありがたい。

また、先進自治体では、週に１回程度、事業者が学校へ巡回している

ところもあるので、当市においても予算措置していただけるとありがた

い。 

 

市内小中学校のネット回線は高速回線へ移行したのか。 

 

山梨大学との連携により高速回線へ移行済みである。 

 

 

カリキュラム開発の現状はどうか。 

 

児童・生徒の発達段階に応じ、総合的な学習の時間にどのような内

容について取り組んでいくのか、学校の先生方の意見を事業者と取り

まとめ、カリキュラムを作成し、笛川学園をモデルとし、実施していく。 
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教育長 

 

平山指導主事 

 

 

 

原委員 

 

英語教育はどのような状況か。 

 

今年度は、小学校において、英語専科の先生だけではなく、英語の教

科主任の先生にも推進委員になっていただいている。また、今週より

スーパーバイザーの星野先生の巡回が開始となる。 

 

現在取り組んでいる内容を整理し、長期スパンで考えていく。 

（３）「山梨市 多様な学びを選択する児童生徒の『指導要録上の出席扱い』に関する

ガイドライン」について 

平山指導主事 

 

原委員 

 

 

 

教育長 

 

武井委員 

 

 

 

 

平山指導主事 

 

 

武井委員 

 

 

教育長 

資料２に基づき説明 

 

民間施設や、ICT の場合もカリキュラムに準じ、出席扱いにするか否

かを判断すると思われるが、校長先生が聞き取りをして判断するの

か。 

 

校長先生とは限らないが、フリースクール等へ確認をする。 

 

不登校という表現を多様な学びと改めたことで、ネガティブなイメージ

がポジティブになった。しかし、このガイドラインでは登校する必要性が

失われるのではないかと思われる。実際、山梨市教育支援センター

Withでは、児童・生徒はどのように利用しているのか。 

 

山梨市教育支援センターWith では、自由時間もあるが、学習の時間

も確保している。 

 

山梨市教育支援センターWith は、今後登校する必要性を弱める方

針になっていくのか。 

 

山梨市教育支援センターWith の方針について、居場所づくりとする、

のか、学校への復帰、どちらに重きをおくのか検討していく。 
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５ 報告事項 

（１）教育ファ－ム事業圃場確保進捗について 

学校教育担当 L 

 

教育長 

 

織田委員 

 

 

学校教育担当 L 

 

織田委員 

 

 

学校教育担当 L 

資料３に基づき説明 

 

何かあるか。 

 

後屋敷小学校と岩手小学校は５月８日実施予定とあるが、実施され

たのか。 

 

実施し、テレビ局の取材も入った。 

 

教育ファーム事業はとても良い取り組みだと思うが、良かった点や課

題はあるのか。 

 

良かった点としては、現在稲作農家が激減しているため、田植えが初

めての児童が多く、水田に足を入れた時の泥の感覚や、苗から米を育

てていくという貴重な体験の機会となっている。 

 

（２）牧丘地域でのクマ出没対応について 

学校教育担当 L 

 

教育長 

 

教育委員 

 

資料４に基づき説明 

 

何かあるか。 

 

特にない。 

 

（３）市民総合体育館の料金改定について 

生涯学習課長 

 

教育長 

 

教育委員 

 

資料５に基づき説明 

 

何かあるか。 

 

特にない。 

 

（4）その他 
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教育長 

 

教育委員 

 

何かあるか。 

 

特にない。 

 

 

６ 連絡事項 

（１）学校訪問について 

学校総務担当 L 

 

教育長 

 

教育委員 

口頭説明 

 

何かあるか 

 

特にない。 

 

（２）教育委員の予定について 

小澤書記 

 

教育長 

 

教育委員 

口頭説明 

 

何かあるか。 

 

特にない。 

 

（３）山梨市議会６月定例会日程について 

小澤書記 

 

教育長 

 

教育委員 

口頭説明 

 

何かあるか。 

 

特にない。 

 

（４）教育委員会日程について 

小澤書記 

 

教育長 

 

教育委員 

口頭説明 

 

何かあるか。 

 

特にない。 
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（５）その他 

教育長 

 

学校教育課長 

 

 

武井委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

武井委員 

 

 

 

教育長 

何かあるか。 

 

高知市立義務教育学校「土佐山学舎」視察報告  

紙資料に基づき説明 

 

学区外の児童・生徒が全校生徒の半数とのことだが、スクールバスの

運行範囲は学区外も含まれているのか。 

 

学区外についてもスクールバスの運行範囲内であり、バスの台数も確

保されているため、スクールバス通学対象の児童・生徒は全員利用す

ることが可能である。 

 

笛川学園では、学区内においても、遠方の地域ではスクールバスの運

行範囲外となっている。しかし、児童・生徒数の減少を防ぐために、学

区内についてはスクールバスの運行範囲とするべきである。 

 

検討していく。 

 

 

教育長 以上で議事を終了する。 

 


